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研究成果の概要（和文）：近代におけるメディアと教育の発展を通して全般化した生表象について、文学・思想・芸術
のさまざまなジャンル、日記と作文の教育、種々の学問制度の具体的な考察を通して、分野横断的な分析を加えた。そ
の結果、近代における生表象の諸形態は、さまざまな記録媒体の発展を通してアナーキーなまでに増殖した断片的な生
の痕跡と、それらを理解し規制し統御しようとする諸制度とが交錯する場から生まれること、そしてそこには、フィク
ション、学知、アイデンティティ等の複雑な力学が作用していることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：By considering in the concrete various genres of literature, thought and the arts,
 the education of journal and composition, and diverse disciplines, we analyzed the life-representation wh
ich has been generalized in the modern age through the development of media and education. Our transdiscip
linary analyses show firstly that the modern forms of self-representation result from the interactions bet
ween the fragmentary traces of life which proliferate anarchically through the development of recording me
dia and the various institutions which try to understand, regulate and control them; and secondly, a compl
ex dynamics of fiction, disciplines and identity is at work in this space of interactions. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 人間が生まれてから死ぬまでの一生のあ
いだに出会うさまざまな出来事、またそのさ
いに感じられるいろいろな感覚や印象、思惟
──ひとことで言うならば「生」の総体──
を「表象」すること──つまり、思い浮かべ
る、思い出す、文字にして記す、写真・映像
として残す──は、18 世紀の後半以降とりわ
け西欧においてはっきりと姿を現し始める
「近代」と、いったいどのような関係にある
のか。言いかえるなら、おそらく人間が人間
としての自覚をもちはじめた原始の時代以
来、さまざまな自己表現の試み、たとえばラ
スコーの動物群の壁画に始まり、アウグステ
ィヌスの『告白』、モンテーニュの『エセー』、
貴族の回想録などを経て、ジャン=ジャッ
ク・ルソーの『告白』に至る一連の「生表象」
（フランス語で記せば représentation de la 
vie）を考えたとき、近代はそこにいかなる
変化をもたらしたと考えることができるの
か。そして、この生表象と近代の関係はたん
なる歴史上の偶然にすぎないのか、それとも
そこには本質的な連関性があるのか。本研究
の出発点となる関心は、このような「生表象
の近代的構造の探究」であった。 
 もちろんこうした「生表象」の問題につい
ては、自伝、フィクション（文学）、ライフ・
ヒストリーなどさまざまな領域において多
くの研究が蓄積されてきたが、それらは相互
に独立して行われてきたきらいがある。「生
表象」というあえて一般的な視点を設定する
とき、これらはむしろ近代におけるある共通
した変化が、私語り・文学・学知のそれぞれ
の領域で現れたものとして捉えることがで
きるのではないか、というのが研究開始当初
の仮説であった。また、そうした仮説を設定
することで、異なる分野を専門とする研究者
がともに省察する場を設定してみたいとい
う思いもあった。 
 
２．研究の目的 
 以上のような関心にもとづいて、本研究は、
近代において組織的に展開されたと考えら
れる、人間の「生」を「表象」する方法を、
自伝のみならず、フィクション（文学的テク
スト）や、精神分析、民俗学などの学知の生
成・展開をも視野に入れて総合的に把握する
ことを目的として開始された。そして、こう
した「生表象の空間」の動態構造を明らかに
することにより、「生」と（広い意味での）「エ
クリチュール」との関連に関して、近代がい
かなる変化をもたらしたのかを幅広い視野
の中で明らかにすることを目指した。すなわ
ち、18 世紀以降、めざましい発展を見せた活
字印刷とメディアの隆盛、そして教育の進展
による識字率の向上や「生」の諸相へと目を
向ける学知の発展のなか、「誰もが文字を書
く／読む」時代となっていた近代において、
人間の「生」はいかなる変貌をエクリチュー
ルから被ることになったのかが本研究の中

心的な問いである。さらに言えば、ブログや
SNS で誰もが自己の生活（「生」）の断片を公
表している現在、「書くこと／読むこと」は
生活と不可分な要素として遍在化している。
近代の淵源から分野横断的に「生表象」の問
題を考えることを通して、こうした現代世界
のありようを歴史的により立体的に理解す
ることも、本研究を支える問題関心である。 
 
３．研究の方法 
 次にあげる三点を研究の柱として各研究
分担者が研究を行うとともに、「５」の「学
会発表」欄に記載したシンポジウム・研究会
を行って、成果の報告・共有・発信に努めた。 
 第一は、ルジュンヌ、ギュスドルフ、フュ
マロリ、ルカルムなどが行ってきた自伝や回
想録と文学についての研究を踏まえつつ、近
代以降このジャンルが辿った展開の歴史を、
それ以前のありようも視野に入れつつ、再考
することである。18 世紀後半のルソーやレチ
フから、19 世紀以降の文学、そして 20 世紀
後半に顕在化するオートフィクションや写
真・映像と生表象の関係まで、生表象とフィ
クションが交錯する諸事例に再検討を加え
ることを試みた。 
 第二は、「生」を「表象」によって媒介す
る近代の諸装置について、メディアや教育制
度、学知のあり方をふまえつつ、具体的に分
析を加えることである。 
 第三は、フランスを中心に据えつつも、可
能なかぎり日本（さらには中国、ドイツ）の
事例を組みこみ、ともすれば西欧中心になり
がちな視点の相対化に務めることである。 
 
４．研究成果 
 近代は膨大な記録をシステマティックに
集積するようになった時代である。強力な中
央集権国家のもと戸籍や行政文書、統計資料
が作成・保存され統治に利用されるようにな
るのと軌を一にして、社会学、教育学、民俗
学から精神分析にいたる近代の学知は、人間
の〈生〉をさまざまに観察・記録し、体系的
省察の対象としてきた。他方で、18 世紀以降、
出版文化／ジャーナリズムの急速な発展と
教育の普及による識字率の向上とが社会に
〈書かれたもの〉を氾濫させるなか、近代の
人間はエクリチュールの優位のもとで〈生〉
を語ることを強いられた。自己の、あるいは
他者の〈生〉を表象することは人類の誕生と
ともに始まった営為ではあるが、近代には、
メディア、文学・思想・芸術のさまざまなジ
ャンル、学校教育（とりわけ作文・日記教育）
に由来する素養、種々の学知など、〈生〉と
〈表象〉を媒介する固有の諸制度がある。
〈生〉は即自的に存在しているのではなく、
こうした制度によって媒介され、表象される
ことではじめて我々に対して現れてくる。こ
のような〈生〉を表象する近代の諸々のシス
テムとそれが〈生表象〉の内実に与える影響
について、（フランスと日本とを主なる領域



としつつも）地域、ジャンル、学問分野を可
能なかぎり横断しながら再考することが本
研究の目的であった。「自伝」や「オートフ
ィクション」といった用語を避け、「生表象」
という一般性を持つ新語を用いるのも、こう
した横断性を可能にするためである。 
 生表象システムの媒介性を強調すること
によって見えてくるものは、自己への関係と
他者／社会への関係の相関性、表象プロセス
に不可避的に含まれるフィクション性、そし
て生表象がつねにはらむ自己証明の必要性
である。我々は例えばレチフ・ド・ラ・ブル
トンヌ（1734-1806）を考察することで、こ
れらの問題を具体的に理解することができ
る。農民出身で印刷職人を経て作家となった
レチフは、貴族が回想録で誇示するような
華々しい家系を持たないため、自分の父親を
称揚したり虚構の系譜を提示したりするこ
とによって、自己の書く主体としての価値を
証明しようとしたが、この価値を前提しえな
い自己証明は決して完結することができな
いから、フィクションをはらみつつ膨張せざ
るをえなかった。他方で、活字印刷すること
を前提にして自伝的作品を書いた最初期の
作家でもあるレチフは、「自己の語り」を教
団やサロンから切り離して匿名の public（公
衆・読者）に向けなおし、「自己」をいわば
メディア化した。しかし、こうして主体が出
版メディアに接続された瞬間、自己表象は他
者表象と同じ力学のもとに置かれることに
なる。自伝的作品『ムッシュー・ニコラ』と
ルポルタージュ的な物語『パリの夜』とを地
続きのテクストとして書いたレチフにおい
て、自己の語りが名もなき他者の語りと、自
己暴露が窃視による他者の秘密の暴露と、た
えず隣り合わせに置かれるのはこのためで
あると思われる。 
 2014 年 2月 1日および 2日に、一橋大学に
おいて行われた本研究の総括シンポジウム
「〈生表象〉の近代──自伝・フィクション・
学知──」においては、研究代表者である森
本が「序 生表象とは何か？」と題して、上
記の視点を確認したうえで、回想録と自伝を
めぐる研究史を「宗教的自伝と世俗化（脱宗
教化）」、「貴族の回想録と平民化」、「芸術家
／学者の自伝と自律化」の三点に整理して振
り返り、18 世紀以降の〈生表象〉はこの３つ
のプロセスが交錯する地点において成立す
ることを指摘した。そして、その先に見えて
くる「生表象」の問題系について、上記のレ
チフを具体的ケースとして分析しながら、そ
れを「〈生表象〉の全般化とメディア化」、「〈生
表象〉と学知」、「〈生表象〉とフィクション」
の三点に整理した。この問題設定を受け、総
括シンポジウムでは下記のような一連の報
告が行われた。 
 
I. 近代における〈語る私〉の生成（１）─
─西洋 

・堀尾耕一「戯れ言をまじめに読む──エラ

スムス『愚神礼讃』と古代模擬弁論の伝統」 
・桑瀬章二郎「自伝誕生をめぐる神話──ル
ソーの『告白』受容の一側面」 

・辻川慶子「レチフ、ネルヴァルと過去の現
前――伝記、演劇、刻印をめぐって」 

II. 近代における〈語る私〉の生成（２）─
─日本 

・田中康二「近世期日本における自叙伝の位
相──本居宣長と上田秋成を例として」 

・廣瀬千紗子「歌舞伎役者五代目市川団十郎
の近世的自意識」 

III. リアリズムとその彼岸 
・片岡大右「鏡とアイロニー──スタンダー
ルにおける生表象」 

・大浦康介「『わが秘密の生涯』My Secret Life
を読む」 

・エステル・フィゴン「「追憶の計画」──
谷崎潤一郎とジョルジュ・ペレックの〈自
己〉構築における記憶とフィクション」 

IV.〈生表象〉と教育制度──日記、作文、
手記 

・安田敏朗「書かされる「私」──作文・日
記、そして自伝」 

・中野知律「「花咲く乙女たち」の作文教育」 
・久保昭博「「証言の時代」の幕開け──第
一次世界大戦戦争文学をめぐって」 

V.〈生表象〉と近代的学知の生成 
・立木康介「オートフィクションとしての理
論──フロイトのケース」 

・菊地暁「ライフヒストリー・レポートの無
謀と野望──柳田民俗学を「追体験」する」 

VI.〈生表象〉の主体と帰属性 
・吉澤英樹「「戦争詩」から「自伝／オート
フィクション」へ──「生表象」の帰属と
文学性の問題について」 

・尾崎文太「植民地と生表象、彼らが〈私〉
を語る時、同時に〈我々〉を語り得るのか
──エメ・セゼールとフランツ・ファノン
の場合」 

・飯田祐子「〈女〉の自己表象」 
・坂井洋史「「文学」の拒絶、あるいは不可
視のテクスト」 

VII.〈生表象〉と視覚イメージ 
・塚本昌則「オートフィクションと写真──
〈本物〉とは異なる価値観の形成に向けて」 

・千葉文夫「北京の日曜日──クリス・マル
ケルからミシェル・レリスに」 

 
 本シンポジウムに、本研究で招聘したウィ
リアム・マルクスの報告（「〈文人〉の集合的
伝記を書くとはいかなることか？」、2011 年
10 月 15 日）、ジル・フィリップの報告（「ジ
ャン=ポール・サルトル──生とフィクショ
ン」、2012 年 7月 21 日）、ジャン=ニコラ・イ
ルーズの報告（「「ロマン主義の百足」──ジ
ェラール・ド・ネルヴァルの『オーレリア』」、
2013 年 1 月 12 日）、および尾方の報告（「学
会発表」⑰）を加えた論文集を成果報告書と
して公刊する準備を進めているが、「研究の
方法」で挙げた三点に基づいて構成された成



果の概要は次の通りである。 
 第一に〈生表象〉の歴史的展開については、
ルネサンス期等近代以前のあり方を考慮に
入れつつ、メディアが大きく発展した 18 世
紀後半から 19 世紀前半にいたる時期をルソ
ー、レチフ、ネルヴァルを主要な事例として
具体的に分析した。従来、近代の自伝表現は
確固たる自己を誠実に表現し、読者もそれを
共感的に読むことで成立すると考えられて
きたが（「自伝契約」）、ルソーの『告白』の
受容研究から見えてきたことは、むしろ表出
された自己を捉えあぐねる同時代の人々の
姿である。近代の〈生表象〉は容易に表出・
伝達できぬものと関わっているのである。ま
た、レチフの事例から見えてきたことは、こ
うした輪郭の定かではない自己の表現にお
いて、フィクションが大きく用いられている
ことである。ここでは〈生表象〉は虚構だか
らといって自己とまったく無関係な営為な
のではない。フィクションを用いて自己の
「真実」をより適確に表出することが問題に
なっているのである。さらには従来ほとんど
指摘されてこなかったネルヴァルにおける
レチフへの参照を経て、トーマス・マン、サ
ルトル、ペレック等 20 世紀の大作家たちや
「オートフィクション」にいたるまで、フィ
クションは自伝と深く交錯しながら〈生表
象〉を支えてきた。18 世紀後半以来現代にい
たる近代の〈生表象〉の歴史が、不定形な〈生〉
をフィクションをも用いながら表出しよう
とする一連の試みであったことを総体的に
明らかにできたことが本研究の第一の成果
である。 
 第二に〈生〉を表象によって媒介する近代
の諸装置については、まず教育の進展に伴い
識字率が向上するなか、作文・日記・手記の
執筆が全般化していく過程を確認する一方
で、それが、プルーストの『失われた時を求
めて』や第一次世界大戦戦争文学等、文学の
あり方とも密接に関わることを明らかにす
ることができた。また精神分析と民俗学を具
体的ケースとして、生表象と学知の関係につ
いて考察し、とくに柳田民俗学を、日本各地
のインフォーマントから〈生〉の情報を収集
し、それを民俗学として体系化していくひと
つの〈生表象システム〉であると明らかにで
きたことは大きな収穫であった。さらに、こ
うした文学、教育、学知の進展のなかで全般
化した〈生表象〉のさまざまな主体について、
植民地出身作家や女性作家等を事例として
具体的に分析し、そこに共同体への帰属と離
脱をめぐる複雑な力学が作用していること
を明らかにすることができた。 
 第三に、従来西欧中心主義的に考えられて
きた自己表出の問題を、〈生表象システム〉
という一般的な視角から日本や中国の事例
をも加えて再考することで、相対化すること
ができた。他方で、本研究において 7人のフ
ランス人を招聘する機会を得て、日仏の研究
者が意見を交換する場を持つことができた

ことは、国際研究者交流という観点からのみ
ならず、〈生表象〉研究の視点の多様化とい
う点からも有意義であった。 
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